
救
援
か
ら
帰
岡
の
田
中
医
師
訴
え

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン

島
中
央
部
に
あ
る
ピ
ナ
ト

ゥ
ボ
火
山
が
噴
火
、
多
数

の
死
傷
者
を
出
し
て
三
ヵ

月
。
岡
山
市
楢
津
に
本
邸

を
置
く
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
菅

波
茂
会
長
）
メ
ン
バ
ー
の

医
師
田
中
政
宏
さ
ん
（
一
一
‘
ｙ
）

は
、
現
地
で
救
援
活
動
を

続
け
て
い
る
同
協
議
会
フ

ィ
リ
ピ
ン
メ
ン
バ
ー
の
応

９
　
　
　
、
、
晴
…
…
’
。
。
『
‥
。
。
…
…
…

援
要
請
に
こ
た
え
る
た

め
、
こ
の
ほ
ど
、
被
災
地

を
視
察
。
帰
国
し
た
田
中

さ
ん
は
「
被
災
者
は
キ
ャ

ン
プ
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
今
後
も
長
期
間
改
善

さ
れ
る
見
通
し
は
な
い
。

医
療
や
牛
居
指
導
の
援
助

が
必
要
で
、
人
的
・
物
的

の
支
援
に
協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
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田
中
さ
ん
が
訪
れ
た
の
は
、

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
火
山
の
噴
火
で
被

害
を
受
け
た
周
辺
。
十
一
月
十

一
日
か
ら
一
週
間
、
イ
ラ
ム
、

ピ
ナ
ル
タ
カ
ン
の
二
ヵ
所
で
診

療
行
為
を
し
た
ほ
か
、
カ
ワ
グ
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
を
視
察
し
た
。

　
　
ヲ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
発
表

　
（
九
月
三
十
日
）
に
よ
る
と
、

被
災
者
数
は
百
十
八
万
人
、
二

十
五
万
世
帯
。
一
時
避
難
所
で

の
生
活
者
は
八
百
八
十
二
ヵ
所

キャンプ生活を余儀なくされている被災者た
ちーフ.ィリピン・スーピック

き
ょ
う
岡
山
で

遊
難
民
調
査
報
告

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
は
、
六
日
午

俊
六
時
半
か
ら
岡
山
市
楢
津
三

一
〇
ノ
ー
、
菅
波
内
科
医
院
で

「
ア
ジ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
・
パ
ー

テ
ン
。
‐
」
を
開
き
、
田
中
さ
ん

の
「
ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
避
難
民
調
査

報
告
」
な
ど
を
行
う
。
参
加
費

千
八
百
円
。
同
パ
ー
テ
ィ
ー
や

ピ
ナ
ト
ゥ
ポ
被
災
支
援
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
同
医
院
の
田

中
さ
ん
（
０
８
６
２
＠
７
６
７

６
）
へ
。

一
郎
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
政
府

な
ど
が
井
戸
を
掘
り
始
め
て
い

た
。
料
理
な
ど
の
燃
料
に
は
ま

き
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
背
の

低
い
木
が
離
任
し
て
い
る
だ
け

で
、
長
期
的
に
住
民
が
密
集
す

る
と
、
そ
の
取
得
さ
え
難
し
く

今
も
テ
ン
ト
生
活

大
切
な
衛
生
指
導

で
五
十
一
万
人
に
の
ぼ
る
。
し

か
し
、
こ
う
い
っ
た
数
値
は
政

府
機
関
に
よ
っ
て
も
デ
ー
タ
の

違
い
が
あ
り
、
民
間
団
体
関
係

者
の
発
表
と
も
異
な
る
」
と
田

中
さ
ん
。
実
際
に
被
害
は
発
表

以
上
に
な
り
そ
う
、
と
話
す
。

　
ま
た
、
犠
牲
者
の
多
く
を
占

め
る
の
は
、
先
住
民
族
の
ア
エ

タ
。
狩
諏
農
耕
民
族
で
も
あ
る

彼
ら
は
噴
火
前
は
高
地
に
庄
ん

で
い
た
が
、
今
回
の
災
害
で
平

池
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
環
境
の
変
化
か
ら
厳
し
い

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

牛
居
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
被
災
民
キ
ャ
ン
プ
の

様
子
を
田
中
さ
ん
は
、
次
の
よ

う
に
報
告
す
る
。

　
【
被
災
者
の
生
活
】
各
家
族

は
、
拙
圓
に
打
ち
込
ん
だ
木
の

く
い
を
布
で
覆
っ
た
簡
単
な
テ

ン
ト
で
暮
ら
し
て
い
る
。
気
候

は
東
京
の
七
月
初
め
く
ら
い

で
、
毛
布
一
枚
程
度
あ
れ
ば
過

ご
せ
る
が
飲
料
水
、
資
料
は
政

府
、
民
間
団
体
か
ら
の
配
給
。

な
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立
っ
た
。
最
も
多
い
疾
患
は
、
の
充
実
▽
定
住
地
の
確
保
▽

下
痢
、
麻
疹
（
は
し
か
）
、
卵
衛
生
教
育
の
徹
底
－
な
ど
。

炎
。
麻
疹
の
流
行
は
、
キ
ャ
ン
緊
急
性
は
な
い
が
、
こ
う
い

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い
た

め
、
子
似
の
低
栄
養
状
態
が
目

立
っ
た
。
最
も
多
い
疾
患
は
、

ア
が
必
要

　
’
れ
で
も
、
ト
イ
レ
の
無
い
世
帯

は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
　
【
今
後
の
課
題
】
医
師
、
薬

プ
で
の
密
集
し
た
生
活
の
た

め
。
下
痢
は
安
全
な
水
源
不
足

の
た
め
だ
ろ
う
。
ト
イ
レ
は
地

面
に
穴
を
握
り
、
竹
を
綱
ん
で

ふ
た
を
し
た
簡
単
な
も
の
。
そ

　
服
装
は
、
男
性
が
短
バ
ン
、
も
多
か
っ
た
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
。
女
性
は
、
Ｔ
シ
ャ
　
「
政
府
の
計
画
」
政
府
は
、

ツ
か
ブ
ラ
ウ
ス
に
ス
カ
ー
ト
。
一
郎
地
域
で
四
百
平
方
μ
の
畑

も
と
も
と
、
洗
濯
す
る
習
慣
が
と
農
機
具
、
乍
物
の
苗
を
与
え

あ
ま
り
な
い
、
と
い
う
人
も
い
る
計
画
を
し
で
い
る
が
、
す
べ

た
が
、
水
不
足
も
重
な
っ
て
洗
て
の
家
族
が
土
地
を
与
え
ら
れ

濯
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
　
る
の
が
、
い
つ
に
な
る
か
定
か

っ
た
状
態
が
長
期
に
わ
た
る

と
、
伝
染
病
の
問
題
や
住
民
の

労
働
意
欲
が
低
下
し
て
し
ま
う

心
配
な
ど
、
今
後
の
不
安
が
大

き
い
。

　
田
中
さ
ん
は
「
ト
イ
レ
作
リ

や
ふ
ろ
の
世
話
、
家
族
構
成
と

い
っ
た
個
々
の
家
族
の
チ
ェ
ッ

ク
や
衛
牛
荊
導
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
医
師
だ
け
で
な

く
多
く
の
人
の
援
助
が
必
要
。

支
援
に
手
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
保
健
医
療
を

通
じ
て
ア
ジ
ア
の
発
展
を
図
る

た
め

‘ 一
九
八
四
年
、
ア
ジ
ア
十

　
　
【
健
康
状
態
】
緊
急
の
処
置
で
な
い
。
ま
た
、
政
府
の
与
孝
三
力
国
の
医
師
、
肴
護
婦
、
保

が
必
要
な
患
者
は
見
ら
れ
な
か
る
遊
休
地
は
農
業
に
適
さ
ず
、
健
婦
な
ど
医
療
関
係
肴
ら
で
結

っ
た
。
し
か
し
、
缶
詰
な
ど
の
’
与
え
ら
れ
た
場
所
が
水
源
に
遺
戒
。
ア
ジ
ア
各
国
で
保
健
医
療

非
常
用
簡
易
食
が
主
で
栄
養
バ
い
場
合
な
ど
は
、
経
済
的
自
立
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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